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　専称寺（多久町）境内にある大ツツジが、今年も満開
を迎えました。このサツキツツジは、現在知られている
同種のツツジの中で九州最大のツツジと言われており、
昭和６１年に市の天然記念物として指定されています。樹
齢はおよそ6５0年で、枝張りは ４ ｍ× ４ mの ２ 株。一般
のツツジよりも開花の時期は遅く、 ５ 月下旬に咲きはじ
め、 ６ 月上旬に満開を迎えます。
　専称寺の川

かわ

副
そえ

李
り

惠
え

さんは「満開のツツジを見に、檀家
さんやツアー客など、たくさんの人に来ていただきまし
た。最初はつぼみが少なく心配でしたが、ツツジや境内
のお世話をしていただいているみなさんのおかげで、例
年どおりたくさんの花が咲きました」と話されました。

専称寺の大ツツジが満開に
視界いっぱいに広がる鮮やかな桃色
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　第57回多久市美術協会展（主催：多久市美術協会）
が中央公民館で開催され、多久市在住者の作品を
中心に、絵画や工芸、書、写真など42点が展示さ
れました。多久市美術協会の角

すみ

田
だ

隆
たか

宣
のぶ

会長は「協
会は創立40周年の節目を迎えることができました。
今年の作品は例年に比べて、カラフルな印象があ
り、見ていて明るくなる作品が多くありました。
ぜひ、来年もたくさんの人に見に来てほしいです」
と話されました。

　障害者の健康増進や親睦を目的に、第55回多久市障害者
スポーツ大会（主催：多久市、多久市社会福祉協議会、多
久市身体障害者福祉協会、多久市手をつなぐ育成会、しみ
ず園）を北多久社会体育館で開催しました。大会には、市
内 7 つの事業所と団体から、約250人が参加。パン食い競
争や風船割り競争など、16種目の競技で熱戦が繰り広げら
れ、「身体障害者福祉協会・多久作業所チーム」が優勝し
ました。来場者は「スポーツを通して他の事業所の人たち
と交流ができて楽しい」と競技に汗を流していました。

第57回 多久市美術協会展

第55回 多久市障害者スポーツ大会

芸術を肌で感じる

スポーツを通して社会参加を促進
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